





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































you have a bag ?”と聞くと、店の人は（袋があれば）“Sure.”などと言いながら、袋を渡してくれるの
は、「袋ありますか？」と尋ねる日本と同じである。
４．おわりに
「外国語活動」の目標である「コミュニケーションの素地の育成」は、本来国語で達成する目標であり、
限られた内容、語彙、時間数で実施する「外国語活動」で達成するのは難しいことは否定できない。新し
く学ぶ英語だからこそできるコミュニケーションもあるだろうが、文法上の誤りの指摘や訂正も控える前
提での「外国語活動」には、児童に危うさを与えたまま中学英語につながざるを得ない現実もある。また、
小学校で学ぶ国語の内容には、ことば自体の楽しさや不思議さに気づく内容が少なく、「外国語活動」と相
乗的教育効果を上げるためにも、少し視点を変えた内容もあれば、より豊かなことばの教育が可能になる
だろう。
学級担任が行う「外国語活動」には、児童が国語と共にことばへの関心を高め、いずれの科目に対して
もより興味を持って取り組める可能性がある。本稿では、主に文法に関する事柄を含むことばの気づきに
ついての本論とも言うべき項目まで扱うことができなかった。それについては、次稿で論じることとした
い。
20
［10］ 
　ころころ・ごろごろ・さっと・ざっと・さっさと・さらさら・しっかり・じっくり・じっと・じろじろ・ 
　すっきり・すっと・すらすら・ずるずる・そっくり・そっと・そろそろ・ぞろぞろ・たっぷり・たぶだぶ・ 
　ちゃんと・つるつる・どっと・どんどん・にこにこ・にやにや・ぬるぬる・のろのろ・のんびり・はっきり・ 
　ばったり・ぎっしり・ぱっと・ばたばた・はらはら・ばらばら・ぴったり・ふっくら・ふらふら・ぶらぶら・ 
　ぶるぶる・ぺこぺこ・べらべら・ぼんやり・ぼろぼろ・もりもり・ゆっくり・よろよろ 
 
人の感覚や気持ち 
　あっさり・いらいら・うっかり・うんざり・がっかり・さっぱり・さらさら・ざらざら・しっかり・じっくり・ 
　じっと・すっかり・すっきり・すっと・つるつる・どっと・どきどき・ねばねば・のんびり・はっきり・ぱっと・ 
　はらはら・びっくり・ふと・ぼうっと・ほっと・ぼんやり・むかむか・わくわく 
引用文献
［１］文部科学省『新学習指導要領』2008年
［２］『新しい国語』東京書籍、2005年
［３］『こくご』・『国語』光村図書、2005年
［４］『ひろがることば』教育出版、2005年
［５］西崎有多子『小学校英語を考える』三恵社、2009年、pp.23-25.
［６］文部科学省『英語ノート １ 指導資料』p.22.
［７］戸田やすし『世界のことばあそびえほん』戸田デザイン研究室、2003年
（表４～表９は引用ならびに一部筆者が編集して作成した。文献にページ数の記載がないため、すべてまとめて
［７］とさせて頂く。）
［８］国立国語研究所　ウェブサイト
（http://dbms.kokken.go.jp/nknet/Onomatope/category.html#iroiro）
［９］前掲書［５］pp.５-６.
［10］前掲書［５］pp.６-７.
参考文献
大津由紀雄『小学校での英語教育は必要か』慶応義塾大学出版会、2004年
大津由紀雄『小学校での英語教育は必要ない！』慶応義塾大学出版会、2005年
大津由紀雄・窪薗晴夫『ことばの力を育む』慶応義塾大学出版会、2008年
大津由紀雄『菅正隆教科調査官への惜別の辞』関東甲信越英語教育学会埼玉大会、2009年
大津由紀雄ほか『慶応義塾大学言語教育シンポジウム「ことばの力を育む」授業の展開－みんなで探ろう、
小学校英語活動への対処法－ハンドブック』2009年
小島義郎『日本語の意味英語の意味』南雲堂、2002年
こどもくらぶ編『いろんな国のオノマトペ』旺文社、2008年
小山内大『＜クイズ＞英語生活力検定２』大修館書店、2009年　
宍戸通庸ほか『表現と理解のことば学』ミネルヴァ書房、1996年
白畑知彦ほか『英語習得の「常識」「非常識」第二言語習得研究からの検証』大修館書店、2007年
泉子・Ｋ・メイナ―ド『ていうか、やっぱり日本語だよね。』大修館書店、2009年
マイケル・トマセロ『ことばをつくる』慶応義塾大学出版会、2008年
鳥飼玖美子『危うし！小学校英語』文芸春秋、2006年
森山卓郎『国語からはじめる外国語活動』慶応義塾大学出版会、2009年
受理日　平成22年4月5日
21
22
